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マウスガードがアイスホッケー競技者の体力・ 
運動能力とシュート速度に及ぼす影響








会は縦が 61 m，横が 30 mの広さをもつ氷を
張ったアイスホッケーリンクで行われ，競技時











































































































±5.5 kgと 54.7±5.8 kg，同様に長座体前屈が
46.1±9.3 cmと 46.5±6.5 cm，垂直跳びが 50.0
±5.8 cm と 49.1±6.1 cm，シュート速度が




握力（kg） 54.7± 5.5 54.7± 5.8 ns
長座体前屈（cm） 46.1± 9.3 46.5± 6.5 ns
垂直跳び（cm） 50.0± 5.8 49.1± 6.1 ns
シュート速度（km/h） 108.4± 17.2 107.0± 11.7 ns
ns : 有意差なし
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